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プラスチックごみ問題を考える

～プラスチックとのスマートな付き合い方～

プラスチックごみ問題を知り、自分にできることを考えてみよう。

ねらい

プラスチックごみがどのくらい出ており、どんな影響があるのかを学習します。

また、プラスチックごみの削減に取り組むことで、資源循環や環境問題の解決

にメリットがあることを知り、日々の生活で一人一人が取り組めることを考え

ます。

対象者 小学校 4 年生～ 人数 40 人程度まで

実施場所 教室（オンライン実施可） 時間 1 時限

学校の

準備物
パワーポイント投影の準備（プロジェクター、スクリーン、HDMI ケーブル）

アピール

ポイント

日々の生活の中で、できることから取り組むことで、プラスチックごみの削減に

つながることを理解します。

中でも現在行われている店頭回収などのリサイクルは、分別方法やルールを理

解し実践することで、資源の循環になり、地球温暖化や海洋汚染などの環境問

題の解決につながる取り組みの一つになることを知ることができます。

同時に、３Ｒの具体的な取り組みの一つであるプラスチックごみ削減について

知ることで、３Ｒの発展的な学習につながります。

関連する

SDGs

プログラムの進め方

①プラスチックごみの問題点

プラスチックごみを出すことで、環境や私たちの生活に及ぼす影響を解説します。

②プラスチックごみの現状

日本での現状やリサイクル率を解説します。

③私たちにできることは？

プラスチックごみの削減に向けて、ごみを出さない工夫や正しい分別、

「かがわプラスチック・スマートショップ」の活用など、日々の生活でできることを考え、

これまでの暮らしを見直します。

④取り組むことの影響

プラスチックごみを減らすことで、私たちの生活にどのような影響があるか、

取り組みの必要性を理解します。

プラスチックごみの削減に取り組んでいる小売店や飲食店などを

香川県が「かがわプラスチック・スマートショップ」として認定


